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いじめを起こさないためにいじめを起こさないために

いじめのサインは
教師が見ようとしなければ

見えてこない

「いじめ」の構造をしっかり理解し、サインを

敏感に察知するとともに、予防的な対応により

未然に防ぐことが大切です！

もともとあいつが
　悪いんだ！

いちいちムカツク
　　　んだよ！

ただ、ふざけて
　　いただけだ。

面白かったなー。
僕だけじゃ
　　ないし。

もっとやれ。

みんながつらく当たるんだ。　

相談したくても、　

仕返しが怖いし・・・。

こんな自分を知られたくない。

誰かに話してもどうせだめだ。

本当に「いじめ」
なのかしら？

本人も否定
しているし。

本人も、もっと成長
してくれないと。

もう少し様子を
見てから・・。

やっぱり
かかわらない
方がいいよ。

　チクッて
いじめられるのは
　いやだよ。

私は関係
ないわ。

「いじめ」をしっかりとらえるポイント
 ◆ 被害者・加害者・観衆・傍観者それぞれの
 　 気持ちの把握

 ◆ 「いじめ」と「ふざけ」の見極め
　 ・ 一方向か、双方向か
　 ・ 上下関係か、対等関係か
　 ・ 一方だけ楽しいか、互いに楽しいか

「いじめ」が継続する理由
◆ いじめの実情が見えにくい

◆ 本人や周囲からの訴えがない

◆ 観衆、傍観者がいじめを助長する






